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           Hamming距離によるランダムバッキング










               d（1985））．々＝2の場合を考える．Σ篶＝mたる平面上で惇点相互の距離は2以上である．mが偶数で













                   参考 文献
Itoh，Y．and So1omon，H．，Random sequential coding by Hamming distance，∫ψμ〃。わ．，発表予定
              射影子法による乱流の近似理論















                 〃（m）＝C。十0，m＋0。舳
を導入し，F（m）ではなく係数。。～o。の変化を考察するわけである．射影子法は元来統計力学の分野
で，物質を構成する多数の粒子の集団としての性質を抽出するために開発されたものであり，乱流に応
用するには流体の連続性を考慮する必要があるが，ぽぽ同様の論法を展開することができる．
 射影子力として具体的に
